
あまくさ市議会だより 16

主な内容
●新庁舎開庁日が６月３日に …………………… Ｐ２～３
●子ども医療費の助成対象を拡大 ……………… Ｐ４
●本渡地区に学校給食センターを整備 ………… Ｐ５
●平成30年第５回臨時会 ………………………… Ｐ７
●一般質問 ………………………………………… Ｐ８～13
●常任委員会視察報告 …………………………… Ｐ14～15

　
私
は
、
昨
年
の
７
月
か
ら
講
習
を

５
回
受
け
て
、
10
月
に
新
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
、
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
現
在
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
先
輩
た
ち
の
姿
を
見
て
、

私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
、
昨
年
、

﨑
津
集
落
が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て

登
録
さ
れ
、
も
っ
と
私
も
﨑
津
集
落

の
こ
と
を
知
り
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て

み
て
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
た
と
き
は
、
緊
張
や
不
安
な
気
持

ち
で
一
杯
で
し
た
が
、
パ
ネ
ル
を
思

い
通
り
に
使
っ
て
、
練
習
通
り
に
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

日
に
観
光
客
の
方
々
か
ら
、
帰
り
に

「
あ
り
が
と
う
ね
。」「
ま
た
来
る
け

ん
ね
。」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ガ
イ
ド
を
行
う
中
で
、

沢
山
の
観
光
客
の
方
々
に
と
っ
て
、

思
い
出
に
残
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
通
し

て
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
﨑
津
集

落
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
引
き
継
い
で

い
く
に
は
、
私
た
ち
だ
け
の
力
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
天
草
市
の
関
係
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

天草市立河浦中学校
２年  森田  葵衣 さん

　
私
は
、
五
和
町
が
大
好
き
で
す
。

学
校
か
ら
の
帰
り
道
に
地
域
の
方
々

が
「
お
帰
り
」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
五
和
全

体
が
家
族
の
よ
う
な
温
か
い
存
在
で

す
。
登
下
校
中
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
か

ら
外
を
眺
め
る
と
イ
ル
カ
が
見
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
た
ち
の
町
に
は
、
イ
ル

カ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
観
光
客
が
増
加
し
、

今
よ
り
も
っ
と
町
が
活
性
化
す
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
観
光
客
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
私
た
ち
の
町
の
ゴ

ミ
も
増
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
五
和
中
学

校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
で

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま
す
が

海
の
ゴ
ミ
を
見
る
と
、
こ
の
ゴ
ミ
が

イ
ル
カ
の
生
態
に
影
響
す
る
の
で
は

な
い
か
と
と
て
も
心
配
で
す
。

　
私
は
、
天
草
の
美
し
い
自
然
を
守

り
な
が
ら
今
よ
り
も
っ
と
活
気
あ
ふ

れ
る
温
か
い
町
に
し
て
欲
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、

イ
ル
カ
を
守
る
た
め
に
も
自
然
と
共

存
で
き
る
天
草
市
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

天 草 の 未 来 を 担 う 子 ど も た ち か ら の
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門口　徹

も り た あおい

　12
月
21
日
で
閉
会
し
た
第
６
回
定
例
会
は
、

「
平
成
」
最
後
の
年
末
に
開
か
れ
る
定
例
市
議

会
で
し
た
。
昨
年
に
続
き
全
国
的
に
は
自
然
災

害
の
多
い
一
年
間
だ
っ
た
こ
と
に
印
象
付
け
ら

れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
官
民
挙
げ
た
様
々
な

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

　所
属
す
る
市
民
生
活
常
任
委
員
会
が
、
先
進

地
視
察
で
訪
問
し
た
京
都
市
で
は
、「
し
ま
つ

の
こ
こ
ろ
条
例
」
な
る
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
化

が
、
一
般
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
事
業
所
に
も
徹

底
さ
れ
て
い
て
、
分
別
の
徹
底
と
、
燃
や
す
ご

み
の
減
少
が
肝
要
と
再
学
習
し
ま
し
た
。
市
民

社
会
が
、
一
時
の
損
得
勘
定（
感
情
）だ
け
で
な

く
、
住
み
続
け
ら
れ
る
地
球
環
境
の
維
持
保
全

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
い
と
願

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
蓮
池
良
正
）

2019年２月号
第27号市議会だより

　平成最後の年が幕を開け、各地では
新春ならではの光景が見られました。

平成最後の年がスタート平成最後の年がスタート

あまくさ

いのうえ み く る
天草市立五和中学校
３年  井上  美来 さん

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

保育園児の初詣

お正月を迎え飾り付けられた二江漁港島地区の漁船佐伊津町で行われた空手の初稽古

本渡町の大矢崎区で行われた鬼火焼き

広報広聴
委員会
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本
庁
舎
建
設
工
事
の
工
期
延
長
に
よ
り

TOPIC

01
平成30年
第６回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案等は64件
※議案一覧は６ページに掲載。

新
庁
舎
の
開
庁
日
が
６
月
３
日
に
!!

　平成30年第６回定例会は、12
月４日（火）から12月21日（金）
の18日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算などの
議案等が提出され、慎重審議の
結果、すべて原案どおり可決し
ました。
　今号では、この中から３件を
詳しく紹介します。

TOPICS

天草市議会

●承認 ……………  １件
●条例 ……………  ９件
●その他 …………  23件
●予算 ……………  11件
●人事 ……………  19件
●請願 ……………  １件

　
本
庁
舎
電
気
設
備
工
事
及
び
本
庁
舎
機
械
設
備
工
事
に

お
い
て
、
議
場
シ
ス
テ
ム
の
機
能
追
加
や
、
天
候
不
良
及

び
労
務
不
足
等
に
よ
る
本
庁
舎
本
体
の
建
築
工
事
の
工
期

延
長
に
伴
い
、
契
約
金
額
の
増
額
を
行
う
工
事
請
負
契
約

の
変
更
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
工
期
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
11
月
９
日
の
第
５
回
臨
時

会
に
お
い
て
関
連
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
て

電
気
設
備
工
事
・
機
械
設
備
工
事
の

工
事
請
負
契
約
の
変
更
を
可
決

お
り
、
工
期
延
長
等
に
伴
う
工
事
費
は
電
気
設
備
工
事

で
１
，４
２
３
万
７
，３
４
５
円
、
機
械
設
備
工
事
で
３
１

４
万
７
２
１
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
体
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
施
工
業
者
か
ら

工
期
延
長
に
伴
う
工
事
費
の
増
額
は
辞
退
す
る
と
の
申
し

出
が
あ
り
、工
事
費
増
額
の
必
要
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

増
額
後
の
工
事
費

庁
舎
建
設
工
事
　
29
億
52
万
３
，２
６
２
円
（
増
額
な
し
）

電
気
設
備
工
事
　
５
億
２
，０
７
５
万
７
，４
３
５
円

機
械
設
備
工
事
　
９
億
９
２
６
万
７
２
１
円

　
昨
年
は
た
び
重
な
る
台
風
の
到
来
に
よ
る
天
候
不
良
、

夏
の
猛
暑
に
よ
る
作
業
効
率
の
低
下
、
全
国
的
な
建
設
作

業
員
の
労
務
不
足
な
ど
、
施
工
業
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
本
体
工
事
に
遅
れ
が
生
じ

た
た
め
、
工
期
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
新
庁
舎
の
開
庁
日
も
延
期
と
な
り

ま
し
た
。

 

工
期
の
延
長

・
当
初
の
工
期
　
　
平
成
31
年
２
月
28
日

・
変
更
後
の
工
期
　
平
成
31
年
４
月
26
日

（
約
２
カ
月
間
の
延
長
）

 

工
期
の
延
長
に
よ
る
開
庁
日
の
変
更

・
当
初
の
開
庁
日
　
　
平
成
31
年
４
月
１
日

・
変
更
後
の
開
庁
日
　
平
成
31
年
６
月
３
日

た
び
重
な
る
台
風
到
来
や
記
録
的
猛
暑
、

全
国
的
な
労
務
不
足
に
よ
り
工
期
が
延
長
に

　
今
定
例
会
に
は
、
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
工
期
延
長

に
伴
い
施
行
日
を
変
更
す
る
条
例
の
改
正
と
指
定
管

理
者
の
指
定
の
２
つ
の
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
関
連
議
案

が
提
出
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
工
期
延
長
に
つ
い
て
は
、
夏

の
猛
暑
に
よ
る
作
業
効
率
の
低
下
や
建
設
作
業
員
の

不
足
に
加
え
、建
設
資
材
の
不
足
等
の
原
因
も
あ
り
、

工
期
を
約
２
カ
月
延
長
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
開
館
も
当
初
の
４
月
１
日
か
ら
６
月

１
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
は
天

草
漁
業
協
同
組
合
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
工
期
も
延
長
に

▲６月１日にオープンする天草市イルカセンター

新庁舎完成イメージ図

１階完成イメージ図

２階完成イメージ図

完成イメージ図
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TOPIC

02
今
年
４
月
か
ら

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象

を
拡
大

 

内
容

　
４
月
１
日
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
対
象
を
、
現
在
の
15
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
か
ら
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
に
拡
大
す
る
。

 

質
疑

■問 

４
月
の
施
行
に
間
に
合
う
の
か
。

■答 

１
月
中
に
対
象
者
に
通
知
、
２
月

に
申
請
の
受
け
付
け
、
そ
し
て
３
月
中

に
は
受
給
者
証
を
発
行
す
る
予
定
。

■問 

市
外
に
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て
い

る
者
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
へ
の
対

応
は
。

■答 

本
市
以
外
に
住
民
登
録
が
な
さ
れ

て
い
る
者
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
に

つ
い
て
も
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
補
助
要
領
を
定
め
、
子
ど
も

の
医
療
費
の
助
成
を
行
う
。

TOPIC

03
人
権
擁
護
委
員
の

８
名
の
人
事
案
件
に
同
意

平成30年 第６回定例会こんなことを話し合い決めましたTOPICS

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

者
に
拡
大

 

内
容

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
議
案
８
件
が

提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
同
意

し
ま
し
た
。

 

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
活
動
内
容
は
、
法
務
局
と
連
携
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
、
解
決
に
向
け
た
支
援
や
、
人
権
侵

害
の
被
害
者
救
済
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
人
権
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
の
街
頭
啓
発
活
動
、
管
内
施
設

や
保
育
園
、
小
学
校
、
企
業
な
ど
を
訪

問
し
実
施
す
る
人
権
研
修
で
す
。

　
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
の
中
に
は
、

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り「
命
の
大
切

さ
」「
相
手
を
思
い
や
る
心
」を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
度
小
学
校
を

１
校
選
定
し
実
施
す
る『
人
権
の
花
運

動
』や
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た『
全
国

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
』の
選
定
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
か
ら『
子

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
』で

届
け
ら
れ
た
手
紙
に
応
じ
、寄
り
添
い
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
救
済
に
結
び
つ
け

る
活
動
も
あ
り
ま
す
。

再
任
２
名

新
任
６
名
の
人
事
案
件
に
同
意

氏　　名
小林　一伸
田中　美鈴
澤村福重郎
河内　正一
髙田眞喜雄
三浦とも子
藤本　律子
田　　美

住　所
北原町
本渡町
有明町
有明町
倉岳町
五和町
天草町
河浦町

新任・再任
新任
新任
再任
新任
新任
新任
新任
再任

総額602億1,163万円に
新たに
本渡学校給食センターを整備

一般会計
補正予算

　
平
成
30
年
第
６
回
定
例
会
に
は
、
予
算
関
連
案
件
と

し
て
、
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
７
件
、
企
業
会
計

３
件
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容
や
予

算
決
算
委
員
会
で
の
質
疑
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
金
額
は
す
べ
て
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入

し
て
い
ま
す
。１億7,392万円

本渡学校給食センター建設用地を購入

　本渡地区の東町のゴルフ練
習場跡地に建設する新しい本
渡給食センターの用地、約
7,674平方メートル
を購入する。

問 この用地に決定した経緯は。
答 建設用地の選定に当たって
は、市公有財産利活用・取得・
処分等検討委員会において審
議がなされ、場所の選定は、

「利便性の向上」を第一義に考
え、交通アクセスや面積等、
大きく４つの要件から比較検
討し決定した。

質疑内容

５億8,038万円
小学校に空調設備を整備

　学校施設の環境改善を図ることを目的に、市
内の小学校17校の普通教室・特別教室等、計
246室の空調設備設置工事を実施する。

問 春休み期間中に設置できないか。
答 ２月から１カ月間ほど入札公告の期間を設
け、３月上旬に入札・契約を行い、機器の納
入期間を十分考慮し、工期を９月末までとする
予定であるが、規模の小さい学校では、可能な
限り夏休み前に工事を完了
するようお願いしたい。

質疑

600万円
定住促進奨励金及び
空き家活用事業補助金を増額補正

　申請件数の増加に伴い、定住促進奨励金及
び空き家活用事業補助金が不足する見込みと
なったため、補正する。

問 天草市への移住者の状況について。
答 熊本県内でもトップクラスの移住者数で、
東京での相談会においても、本市のブースには
多くの相談者が来場しており、本年度も昨年
度を上回るペースで移住者数が推移している。
※平成29年度移住者数　56世帯　106人

質疑

内容 内容
（うち国からの交付金１億1,492万円）



　平成30年天草市議会第５回臨時会が11月９日に開催さ
れ、専決処分事項の報告１件、補正予算１件の議案等が提出
され、補正予算については原案のとおり可決されました。
　また、議員提出議案として、宮下幸一郎議員に対する問責
決議が提出され、全会一致で可決されました。

宮
下
幸
一
郎
議
員
に
対
す
る

問
責
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

平成30年
第５回臨時会

 

内
容

　
市
道
部
に
設
置
し
て
い
る
側
溝
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
跳
ね

上
が
り
、
車
両
に
損
傷
を
与
え
た
事
故
に
つ
い
て
、
車
の
修

理
代
金
と
し
て
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
も
の
。

 

質
疑

■問  

ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
な
ど
の
改
善
措
置
は
行
っ
て
い
る
か
。

■答  

市
道
の
改
良
工
事
を
行
う
際
は
ボ
ル
ト
固
定
式
で
整
備

し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
危
険
と
判

断
し
た
場
所
は
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

報
告
第
12
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

●平成30年第5回臨時会議案等

 

内
容

　
天
草
市
庁
舎
建
設
事
業
並
び
に
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
度
重
な
る
台
風
の
到
来
に
よ
る
天
候
不
良
、

全
国
的
な
工
事
特
需
に
よ
る
建
設
作
業
員
の
不
足
及
び
一
部

資
材
の
不
足
等
が
生
じ
た
た
め
、
年
度
内
の
完
成
は
困
難
と

判
断
し
、
工
期
延
長
に
伴
う
事
業
予
算
の
補
正
及
び
繰
越
を

行
う
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
等
に
よ
り
被
災
し
た
市
内
の
農

業
施
設
等
の
災
害
復
旧
事
業
費
を
補
正
す
る
。

・
補
正
額
　
１
億
８
９
４
万
７
千
円

・
補
正
後
の
額
　
５
７
０
億
６
，８
１
６
万
５
千
円

議
第
１
６
２
号

平
成
30
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
第
５
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て

宮
下
幸
一
郎
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
、
宮
下
議
員
へ
決
議
文
の
送
付
を

行
い
ま
し
た
。

　
決
議
文
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

宮
下
幸
一
郎
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

　
宮
下
幸
一
郎
議
員
は
、
所
有
す
る
ク
レ
ー
ン
付
き
ト

ラ
ッ
ク
の
車
検
及
び
自
賠
責
保
険
が
、
20
年
ほ
ど
前
に

切
れ
て
い
る
こ
と
を
認
知
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
複
数
回
に
わ
た
り
公
道
を
運
転
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
知
人
に
、
同
車
両
を
、
車
検
が
切
れ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
た
う
え
で
貸
し
た
こ
と
を
本
人
も
認

め
て
い
る
。

　
市
議
会
議
員
は
、法
令
遵
守
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

自
ら
の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
市
民
の
代
表
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
行
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
よ
っ
て
、
宮
下
幸
一
郎
議
員
に
対
し
、
天
草
市
議
会

及
び
市
議
会
議
員
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
た
責
任
を
問
う
と
と
も
に
、
市
民
の
代
表
者
と

し
て
高
い
倫
理
観
と
強
い
責
任
感
を
認
識
す
る
こ
と
を

求
め
、
問
責
す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
30
年
11
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
草
市
議
会

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第12号 専決処分事項の報告について（市道における車両破損事故に係る和解及
び損害賠償の額を定めるもの） － －

議第162号 平成30年度天草市一般会計補正予算（第４号） 付託省略 原案可決

議員提出第８号 宮下幸一郎議員に対する問責決議 付託省略 原案可決

平成30年第６回天草市議会（定例会）議案等

賛否表
平成30年度天草市一般会計補正予算（第６号）
平成30年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成30年度天草市病院事業会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市下水道事業会計補正予算（第２号）
核兵器禁止条約に署名・批准し、条約の早期発効を求める意見書
＝天草アピール＝について（請願）

議第１９６号
議第１９７号
議第２０４号
議第２０６号
請 願 第８号

会派名 天政会 市民クラブ 政友会 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果田
池

　

之
裕

島
脇

　

純
義
人
千
三
村
中
木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊
郎
一
源
賀
古
山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮
口
門

　
　

徹
議第196号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23:2 原案可決
議第197号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23:2 原案可決
議第204号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23:2 原案可決
議第206号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23:2 原案可決
請願第８号 ○ ○ ○ － ○ 4:21 不採択

※起立採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）　※古賀源一郎議員は議長職のため、表決には加わりません。

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果
議第163号 専決処分事項の承認について（平成３０年度天草市一般会計補正予算第５号） 付託省略 承認

議第164号 天草市行政文書管理条例の制定について（新庁舎の開庁等に伴い、本市における行政文書の新たな管理体制を構築するため、
条例を制定するもの） 総務政策 原案可決

議第165号 天草市立天草アーカイブズ条例の一部を改正する条例の制定について（行政文書管理条例の制定等に伴い、天草アーカイブ
ズの運営体制の見直しを行うため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第166号 天草市議会議員に対する議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧告等
を踏まえ議員並びに市長、副市長、教育長及び病院事業管理者の期末手当を変更するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第167号 天草市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧告等を踏まえ職員の給料表及び各種手
当等を変更するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第168号 天草市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（事業者の管理運営義務
等を緩和するため、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第169号 天草市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について（子ども医療費の助成対象を拡大することに
伴い、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第170号
天草市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について（地域生活支援事業の実施に関する事務について個人番号を利用
するため、条例を改正するもの）

市民生活 原案可決

議第171号 天草市イルカセンター条例の一部を改正する条例の制定について（イルカセンター建築工事の工期の延長に伴い、施行日を
変更するため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第172号 天草市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について（市立新和病院において、療養病床を一般病床
に変更するため、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第173号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について（構成団体のひとつが名称を変更するため、地方自治法の規定により、
議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第174号 天草広域連合の処理する事務及び規約の一部変更について（共同処理する事務（災害弱者緊急通報センターの管理運営）を
民間委託方式へ移行するため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第175号 工事請負契約の変更について（本庁舎電気設備工事）（「本庁舎電気設備工事」の契約金額を変更するため、議会の議決を求
めるもの） 総務政策 原案可決

議第176号 工事請負契約の変更について（本庁舎機械設備工事）（「本庁舎機械設備工事」の契約金額を変更するため、議会の議決を求
めるもの） 総務政策 原案可決

議第177号
～193号

指定管理者の指定について（わくわく本渡児童館、本渡児童センター、御所浦物産館、天草市栖本温泉センター、天草市総
合交流施設愛夢里、新和緑の村、天草市総合交流ターミナル施設ユメール、天草市下田温泉センター、天草市牛深温泉セン
ター、うしぶか海彩館、宿泊施設やすらぎ荘、リップルランド公園、河浦海上コテージ、下田温泉ふれあい館ぷらっと、天
草市イルカセンター、天草市営住宅、天草交流センターブルーアイランド天草）

教育厚生
建設経済 原案可決

議第194号 公有水面埋立免許に関する意見を述べることについて（御所浦町の大浦元浦漁港水産生産基盤整備事業に伴い、公有水面埋
立て許可に関する意見を述べるため、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決

議第195号 市道路線の廃止及び認定について（市道について、５路線を廃止し新たに６路線を認定するため、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決

議第196号
～206号

平成30年度天草市一般会計補正予算（第６号）
平成30年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成30年度天草市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成30年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市歯科診療所特別会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第２号）
平成30年度天草市病院事業会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市水道事業会計補正予算（第２号）
平成30年度天草市下水道事業会計補正予算（第２号）

予算決算 原案可決

議第207号
～210号 新合財産区管理委員の選任について（上野豊氏〔河浦町〕、荒川克幸氏〔河浦町〕、赤松久夫氏〔河浦町〕、柳本春義氏〔河浦町〕） 付託省略 同意

議第211号
～217号

一町田財産区管理委員の選任について（谷口浩幸氏〔河浦町〕、倉田精一氏〔河浦町）、金山幸雄氏〔河浦町〕、杉本公一氏〔河
浦町〕、田嶋悟氏〔河浦町〕、落合正實氏〔河浦町〕、河原宗利氏〔河浦町〕〕 付託省略 同意

議第218号
～225号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（小林一伸氏〔北原町〕、田中美鈴氏〔本渡町〕、澤村福重郎氏〔有 付託省略 同意

請願第8号 核兵器禁止条約に署名・批准し、条約の早期発効を求める意見書＝天草アピール＝について（請願） 総務政策 不採択

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6



詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会
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ふ
る
さ
と
納
税
で
天
草
を
元
気
に

【
地
域
商
社
の「
宝
島
物
産
公
社
」を
返

礼
品
の
取
扱
事
業
者
に
で
き
な
い
か
】

■大塚  

今
年
か
ら
熊
本
の
事
業
者
に
委

託
し
て
い
る
が
、
手
数
料
は
何
％
か
。

■財政課長  

寄
附
金
申
し
込
み
後
の
す

べ
て
の
業
務
と
し
、
16
％
に
な
る
。

■大塚  

市
が
設
立
し
た
宝
島
物
産
公
社

を
取
扱
事
業
者
に
指
定
で
き
な
い
か
。

■総合政策部長  

特
産
品
の
開
発
、
販

路
の
拡
大
等
は
望
ま
し
い
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
業
務
を
行
う
体
制
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
、
現
時
点
で
の
指
定
は
難

し
い
。■大塚  

官
民
協
働
で
地
域
密
着
型
の
地

域
商
社
に
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

■市長  

物
産
公
社
も
ア
マ
ビ
ズ
も
公
的

な
支
援
機
関
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
公
社
を
地
域
商
社
と
し
て
育
て
て

い
く
の
も
選
択
の
一
つ
で
あ
る
。

■大塚  

地
域
商
社
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

地
元
に
根
差
し
て
活
動
し
、
地
域
内
で

お
金
を
循
環
さ
せ
る
拠
点
に
な
る
こ

と
。
市
外
に
委
託
す
る
と
、
お
金
が
地

域
外
に
流
出
す
る
。
地
元
に
そ
の
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
な
い
。
手
間

は
省
け
る
が
、
契
約
が
終
わ
れ
ば
そ
れ

で
終
わ
り
。
地
元
で
地
道
に
取
り
組
ん

で
い
れ
ば
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
次

な
る
展
開
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
元
事
業
者
へ
の
委
託
を
要
望
す
る
。

【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
】

■大塚  

総
務
省
が
支
援
す
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
に
は
、
広
く
共
感
を
得
る
使
い
み

ち
の
検
討
が
必
要
で
は
。

■総合政策部長  
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時

期
か
と
考
え
て
い
る
。
本
市
が
進
め
る

施
策
を
吟
味
し
て
、
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
で
き

る
よ
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
な
ど
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■大塚  

地
域
商
社
で
お
礼
品
の
充
実
と

広
く
共
感
を
得
る
使
い
み
ち
を
検
討
さ

れ
、
天
草
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

大塚 基生
議員

■中尾  

開
館
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時
ま
で
だ
が
午
後
５
時
以
降
の

入
館
は
極
め
て
少
な
い
。
経
費
削
減
や

現
状
に
即
し
た
開
館
時
間
へ
の
変
更
は
。

■観光文化部長  

運
営
委
員
会
か
ら
の

答
申
で
も
指
摘
が
あ
り
平
成
31
年
４
月

よ
り
閉
館
時
刻
を
午
後
５
時
ま
で
に
試

行
で
き
な
い
か
検
討
を
し
て
い
る
。

■中尾  

入
館
料
は
展
示
資
料
の
価
値
、

施
設
の
管
理
運
営
費
及
び
周
辺
の
類
似

施
設
の
料
金
を
参
考
に
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
値
上
げ
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

■観光文化部長   

中
高
生
の
料
金
改
定

は
行
っ
た
が
、
一
般
利
用
者
の
観
覧
料

は
社
会
の
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

40
年
間
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
運
営
委
員
会
か
ら

も
指
摘
が
あ
り
、
今
後
の
管
理
運
営
体

制
や
展
示
内
容
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、

検
討
を
し
て
い
く
。

■中尾  

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
既
に
運
営
委
員
会
へ
諮
問
さ

れ
答
申
を
受
け
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
。■市長  

運
営
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま

え
、
今
後
、
行
政
と
指
定
管
理
者
が
業

務
を
分
割
し
て
行
う
形
で
の
先
進
事
例

の
調
査
や
役
割
分
担
、
費
用
効
果
、
更

に
は
キ
リ
シ
タ
ン
系
資
料
館
一
体
と
し

て
の
導
入
方
法
等
、充
分
検
証
の
う
え
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
向
け
た
提
案

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
戸
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い
て
】

■中尾  

防
災
行
政
無
線「
戸
別
受
信
機
」

の
重
要
性
や
必
要
性
を
盛
り
込
ん
だ
設

置
案
内
の
配
布
、
更
な
る
周
知
は
。

■総務部長  

今
後
も
、
未
設
置
の
世
帯

や
新
た
に
転
入
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
世
帯

等
に
引
き
続
き
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
の
で
、
戸
別
受
信
機
の
重
要
性
や

必
要
性
等
を
盛
り
込
ん
だ
設
置
案
内
を

継
続
的
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
周
知
し
て

い
く
。

中尾 友二
議員

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
の
管
理
運
営
に

つ
い
て

　一般質問とは、議案と関係なく行政事務の状況や将来
に対する方針などを質問するもので、定例会に限って行
われます。今回の一般質問は、12月17日から19日まで
の３日間で行われ、11人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。 一 般 質 問

そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

【
県
内
で
市
民
所
得
が
ど
の
位
置
に
あ

る
の
か
を
把
握
し
た
税
負
担
を
】
　

■浜崎  

天
草
市
民
の
一
人
当
た
り
の
所

得
が
、
県
内
32
位
で
あ
る
分
析
は
。

■総合政策部長  

こ
の
経
済
推
計
は
、

就
業
人
口
や
高
齢
化
率
そ
し
て
民
間
法

人
企
業
の
影
響
を
受
け
た
結
果
と
な
っ

て
い
る
が
、所
得
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

■浜崎  

所
得
向
上
の
施
策
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

■経済部長  

地
産
地
消
・
他
消
で
経
済

の
好
循
環
を
図
る
。

■浜崎  

市
民
所
得
か
ら
み
て
税
金
の
負

担
割
合
が
多
い
の
で
は
。

■市民生活部長  

市
民
の
税
負
担
は
他

市
同
様
と
考
え
る
。

■浜崎  

消
費
税
と
同
じ
で
所
得
の
低
い

天
草
市
民
に
と
っ
て
は
負
担
増
で
あ
る
。

【
県
最
大
の
水
揚
げ
を
誇
る
牛
深
の
漁

業
の
現
場
で
４
件
の
事
故
。
漁
業
者
の

命
を
守
る
設
備
設
置
補
助
を
求
め
る
】

■浜崎  

各
分
野
の
補
助
金
は
。

■経済部長  

農
業
圃
場
整
備
事
業
は
受

益
者
負
担
５
〜
７
・
５
％
。
安
全
設
備

の
整
備
に
関
す
る
補
助
金
は
漁
業
に
は

な
い
。■浜崎  

水
産
業
の
天
草
に
お
け
る
経
済

的
位
置
は
。■経済部長  

本
市
の
第
１
次
産
業
の
う

ち
水
産
業
の
占
め
る
割
合
は
57
・
８
％
、

そ
の
う
ち
牛
深
の
総
水
揚
げ
で
棒
受
網

漁
の
割
合
は
約
20
％
。

■浜崎  

一
歩
間
違
え
ば
死
亡
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
農
業
と
同
じ
よ
う

に
補
助
を
求
め
る
。

【
教
育
現
場
の
勤
務
実
態
の
改
善
を
行

う
こ
と
で
教
職
員
が
よ
り
子
ど
も
た
ち

に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
】

■浜崎  

長
時
間
勤
務
は
改
善
さ
れ
た

か
。■教育部長  

超
過
時
間
が
月
80
時
間
を

越
え
た
職
員
の
延
べ
人
数
は
６
４
０

人
。
時
間
縮
減
を
促
進
す
る
。

■浜崎  

授
業
数
に
見
合
っ
た
教
員
数
に

な
っ
て
い
る
か
。

■教育部長  

教
職
員
の
数
は
国
や
県
の

基
準
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
で

は
補
助
教
員
等
を
配
置
し
て
お
り
、
教

職
員
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。■浜崎  

授
業
に
関
係
な
い
文
書
報
告
等

の
削
減
を
求
め
る
。

■教育部長  

県
と
協
議
を
進
め
て
い

く
。

浜崎 義昭
議員

●
市
民
所
得
向
上
と
負
担
軽
減

●
命
を
守
る
水
産
業
補
助
金

●
教
育
現
場
の
現
状
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●
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

下田 昇一郎
議員

■若山  
天
草
市
は
、
総
務
省
が
実
施
し

た
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
実
態
把
握
調

査
や
制
度
の
準
備
状
況
調
査
は
行
っ
た

の
か
。
報
告
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

■総務部長  
市
で
は
、
実
態
把
握
調
査

は
、
平
成
29
年
11
月
に
、
状
況
調
査
は
、

平
成
30
年
５
月
に
済
ま
せ
た
。
県
か
ら

の
調
査
に
も
随
時
応
え
て
い
る
。

■若山  

調
査
項
目
を
職
員
組
合
と
共
有

す
る
の
か
。
な
ぜ
、
必
要
な
の
か
。

■総務部長  

準
備
状
況
調
査
に
つ
い
て

情
報
提
供
し
て
い
る
。
同
じ
職
場
で
働

く
職
員
の
制
度
へ
の
理
解
と
よ
り
良
い

制
度
の
運
用
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

■若山  

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

善
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■総務部長  

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
は
、
給
与
・
手
当
等
の
設
定
、
休

暇
制
度
等
に
お
い
て
改
善
に
努
め
る
。

■若山  

制
度
開
始
は
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
組
ん
で
い
る
の
か
。

■総務部長  

２
０
１
９
年
の
６
月
議
会

に
、関
係
条
例
の
提
案
を
考
え
て
い
る
。

制
度
を
検
討
す
る
中
で
、
職
員
労
働
組

合
と
の
協
議
も
実
施
す
る
。
任
用
（
採

用
）
者
に
は
、
関
係
条
例
制
定
後
に
公

募
を
実
施
す
る
。
秋
前
に
は
、
説
明
を

予
定
し
て
い
る
。

■若山  

こ
の
制
度
は
、
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
・
勤
務
条
件
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
国
か

ら
地
方
へ
の
財
源
措
置
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
。
市
長
会
で
国
へ
要
請
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

■市長  
こ
の
制
度
は
、
国
の
指
導
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
新
た
に

発
生
す
る
給
与
等
大
幅
な
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
て
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ

る
よ
う
県
市
長
会
か
ら
、九
州
市
長
会
、

全
国
市
長
会
を
通
じ
国
へ
要
望
し
て
い

る
。

若山 敬介
議員

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

■前田  

観
光
客
等
へ
の
お
も
て
な
し
の

為
に
も
市
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
国
・
県
道
の
清
掃
活
動
を
本
市
と
熊

本
県
が
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
で
天

草
を
快
適
な
美
し
い
道
路
景
観
に
。

■建設部長  

市
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
更
な
る
啓
発
と
推
進
を
行
い
、

県
天
草
広
域
本
部
と
協
議
連
携
を
図
り

な
が
ら
道
路
景
観
の
改
善
に
努
め
る
。

■前田  

道
路
の
維
持
管
理
の
基
本
方
針

や
点
検
・
整
備
基
準
は
。
現
状
の
対
策

と
将
来
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■建設部長  

道
路
の
点
検
診
断
基
準
に

基
づ
き
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し

予
防
保
全
措
置
を

講
じ
る
。
路
線
の

重
要
性
や
整
備
効

果
・
地
域
性
等
を

考
慮
し
な
が
ら
優

先
順
位
を
定
め
計

画
的
に
取
り
組

む
。■前田  

上
島
中
央

広
域
農
道
の
利
活

用
を
図
る
た
め
接

続
市
道
の
側
溝
蓋

設
置
等
改
良
改
修

を
計
画
的
に
で
き
な
い
か
。

■経済部長  

国
道
の
代
替
路
線
や
渋
滞

緩
和
路
線
・
周
辺
住
民
の
生
活
道
路
で

も
あ
り
路
線
の
重
要
性
や
整
備
の
緊
急

性
を
確
認
し
て
計
画
的
に
取
り
組
む
。

■前田  

管
理
し
て
い
る
上
天
草
市
と
維

持
管
理
協
議
や
県
へ
の
案
内
標
識
等
周

知
要
望
で
利
用
促
進
を
図
る
べ
き
。

■経済部長  

上
天
草
市
と
は
維
持
管
理

に
つ
い
て
随
時
、
連
絡
調
整
を
実
施
し

て
い
る
。
県
に
案
内
標
識
の
設
置
等
を

要
望
協
議
し
更
に
利
用
促
進
を
図
る
。

■前田  

新
た
な
防
災
行
政
無
線
の
屋
外

放
送
が
聞
こ
え
な
い
、
聞
き
取
り
に
く

い
。
対
策
は
。

■総務部長  

区
長
に
状
況
確
認
し
ス
ピ

ー
カ
ー
の
角
度
や
音
量
調
整
を
行
い
、

更
に
不
調
な
場
合
は
戸
別
受
信
機
設
置

後
に
屋
外
子
局
の
増
設
等
も
検
討
す

る
。■前田  

有
料
で
希
望
設
置
の
条
件
は
。

■総務部長  

設
置
を
希
望
さ
れ
る
事
業

所
ま
た
は
２
台
目
を
希
望
さ
れ
る
世
帯

に
は
、
市
で
購
入
後
有
償
譲
渡
制
度
を

協
議
中
。

■前田  

配
備
し
な
い
自
治
公
民
館
や
消

防
団
詰
所
に
も
設
置
を
要
望
す
る
。

●
道
路
の
景
観
及
び
道
路
管
理
計
画
に
つ
い
て

●
上
島
中
央
広
域
農
道（
愛
称:

天
草
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
）

　
の
利
活
用
に
つ
い
て

●
防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

前田 正之
議員

●
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

●
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
、
設
置
方
法
、
活
用
方
法

■赤木  

平
成
26
年
度
か
ら
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
。
ま
た
、
今
後

も
含
め
た
接
種
勧
奨
の
取
り
組
み
は
。

定
期
接
種
制
度
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

方
へ
の
救
済
措
置
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。■健康福祉部長   

平
成
26
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
の
接
種
率
は
約
６
割
。
全

国
的
な
平
均
接
種
率
は
、
平
成
28
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
約
34
％
。
天
草
市
の

接
種
率
が
高
い
の
は
、
天
草
郡
市
医
師

会
の
協
力
に
よ
り
身
近
な
か
か
り
つ
け

医
で
接
種
で
き
る
体
制
が
取
ら
れ
て
お

り
、
対
象
者
に
は
年
度
初
め
に
個
別
接

種
勧
奨
葉
書
を
送
付
し
、
12
月
ま
で
の

未
接
種
者
に
は
、
再
度
勧
奨
葉
書
を
送

っ
て
い
る
。
来
年
度
以
降
定
期
接
種
の

対
象
者
は
、
65
歳
の
み
が
対
象
で
接
種

期
間
は
、
66
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

と
な
り
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
を
行
う
。

未
接
種
者
へ
の
救
済
措
置
は
、
周
知
の

方
法
や
未
接
種
者
が
多
い
こ
と
等
の
課

題
も
あ
り
、
今
後
国
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。■赤木  

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
目

指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
と
健
診
受

診
料
の
自
己
負
担
金
の
無
料
化
に
つ
い

て
伺
う
。■市民生活部長   

受
診
率
の
目
標
設

定
は
50
％
で
、
29
年
度
は
過
去
最
高
の

約
39
％
。
対
象
者
へ
の
通
知
方
法
は
、

毎
年
３
月
下
旬
に
世
帯
ご
と
に
健
診
の

内
容
や
申
し
込
み
方
法
等
を
記
載
し
た

「
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し

て
い
る
。
健
診
費
用
は
約
１
万
円
で
、

個
人
に
は
９
０
０
円
を
負
担
し
て
頂
い

て
お
り
、
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

■赤木  

公
共
施
設
等
に
設
置
さ
れ
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
使
用
で
き
る
よ
う

に
は
な
ら
な
い
か
。
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
表

示
サ
イ
ン
は
建
物
の
玄
関
付
近
と
設
置

場
所
に
し
か
な
く
分
か
り
に
く
い
。
併

せ
て
救
命
活
動
へ
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
に

よ
る
搬
送
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

■総務部長  

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
に
設
置
し

た
場
合
、
盗
難
や
い
た
ず
ら
等
の
管
理

面
の
問
題
が
出
て
く
る
。
今
後
様
々
な

方
法
を
検
討
し
た
い
。
設
置
場
所
の
表

示
と
周
知
方
法
は
検
討
す
る
。
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
搬
送
は
、
時
間
短
縮

や
人
員
削
減
な
ど
効
果
的
な
面
も
あ
る

が
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
搬
送
で
き
る
ド
ロ
ー
ン

の
購
入
、
操
作
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
及
び
安
全
性
の
確
保
な
ど
が
必
要
と

な
る
た
め
、
広
域
連
合
消
防
本
部
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
効
果
的
な
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

赤木 武男
議員

【
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
】

■下田  

昨
年
５
月
に
天
草
市
で
も
ス
タ

ー
ト
し
た
「
子
ど
も
食
堂
」
の
利
用
者

数
や
運
営
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

■健康福祉部長  

昨
年
５
月
か
ら
10
月

ま
で
の
半
年
間
で
利
用
者
総
数
は
２
，

２
５
０
人
、
１
日
平
均
50
人
の
利
用
が

あ
る
。
資
金
面
は
利
用
料
や
寄
附
、
運

営
団
体
等
の
物
販
の
収
入
等
で
賄
わ
れ

て
お
り
、
食
材
に
つ
い
て
は
地
域
の

方
々
や
企
業
、
団
体
等
か
ら
の
寄
付
が

あ
り
、
場
所
に
関
し
て
は
社
会
福
祉
法

人
か
ら
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
継
続
し
て
い
く
た

め
の
人
員
確
保
や
財
源
の
確
保
、
団
体

と
し
て
の
基
盤
強
化
と
の
こ
と
。

■下田  

委
託
事
業
と
し
て
の
安
定
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

■市長  

委
託
事

業
と
す
る
と
一

定
の
縛
り
や
基

準
を
設
け
て
し

ま
う
こ
と
と
な

り
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
よ
う

な
柔
軟
な
発
想

に
よ
る
運
営
を

阻
む
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
今
後
の
活

動
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■下田  

今
後
、
運
営
団
体
と
の
話
し
合

い
の
場
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
す
る
。

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
】

■下田  

近
年
、
日
本
列
島
を
襲
う
夏
の

猛
暑
を
受
け
て
、
本
市
の
各
地
域
で
運

営
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
講
堂
な
ど
の
施
設
へ
の
空
調
設

備
の
設
置
状
況
は
。

■地域振興部長  

本
市
の
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
53
施
設
の
う
ち
、
47

施
設
に
講
堂
や
集
会
室
が
あ
り
、
34
施

設
に
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

残
り
の
13
施
設
が
未
設
置
と
な
っ
て
い

る
。■下田  

未
設
置
の
地
域
に
お
い
て
は
要

望
も
挙
が
っ
て
い
る
が
、
近
年
の
状
況

も
踏
ま
え
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を

求
め
る
。

■市長  

未
設
置
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
来
年

度
か
ら
順
次
設
置
し
て
い
き
た
い
。
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【
小
学
校
30
人
学
級
編
成
に
努
力
を
】

■蓮池  

小
中
学
校
の
１
ク
ラ
ス
人
員
の

基
本
は
40
人
だ
が
、
熊
本
県
で
は
小
学

校
低
学
年
に
限
っ
て
、
35
人
学
級
に
努

力
さ
れ
て
い
る
。
基
本
は
国
で
考
え
て

対
策
を
た
て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要

だ
が
、
市
町
村
と
し
て
も
で
き
る
だ
け

現
場
に
配
慮
し
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。

　
１
ク
ラ
ス
の
児
童
生
徒
数
が
少
人
数

に
改
正
さ
れ
る
だ
け
で
、
個
人
の
尊
厳

を
大
事
に
し
て
、
教
員
の
超
過
勤
務
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
る
と

思
う
。
一
人
一
人
に
視
点
を
当
て
た
教

育
推
進
は
大
変
強
く
求
め
ら
れ
て
き
た

こ
と
な
の
で
、「
み
ん
な
違
っ
て
み
ん

な
良
い
」
を
原
則
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る

天
草
人
の
創
出
に

も
一
定
の
目
標
を

も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。■教育部長  

熊
本
県
は
、
35
人
学
級
を

小
学
校
第
２
学
年
ま
で
拡
大
し
て
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
他
学
年
に
お
い

て
も
少
人
数
教
育
の
導
入
を
検
討
さ
れ

る
と
の
こ
と
。

【
学
校
給
食
費
無
償
化
に
近
づ
け
る
努

力
を
】■蓮池  

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
内
各
地
で
給

食
費
無
償
化
や
そ
れ
に
向
か
う
保
護
者

へ
の
補
助
金
が
制
度
と
し
て
始
め
ら
れ

る
自
治
体
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　
熊
本
県
内
で
も
実
践
例
が
あ
る
。
多

く
の
自
治
体
が
少
子
化
に
悩
み
、
子
育

て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
大
切
な
施

策
項
目
と
し
て
「
学
校
給
食
費
の
無
償

化
へ
の
努
力
」
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
１
カ
月

２
，0
0
0
円
程
度
の
補
助
を
実
施
す

る
よ
う
提
起
す
る
。

■教育部長  

県
内
の
状
況
は
、
３
市
２

町
６
村
が
、「
一
律
全
額
無
償
化
ま
た

は
一
部
補
助
」
を
行
っ
て
お
り
、
直
近

で
は
荒
尾
市
が
平
成
29
年
10
月
か
ら
小

学
校
の
給
食
費
の
全
額
無
償
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
就
学
援
助
と
し
て
給
食
費
の
援
助

も
行
っ
て
い
る
の
で
、
給
食
費
の
一
部

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

蓮池 良正
議員

【
廃
校
水
族
館
に
つ
い
て
】

■浜崎  
高
知
県
室
戸
市
に
廃
校
と
な
っ

た
小
学
校
を
「
む
ろ
と
廃
校
水
族
館
」

と
し
て
再
利
用
し
、
大
変
人
気
の
水
族

館
が
あ
る
。
入
館
者
は
当
初
見
込
み
年

４
万
人
を
は
る
か
に
上
回
り
20
万
人
を

突
破
す
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
県
下
最

大
の
漁
港
牛
深
に
こ
そ
必
要
と
思
う
が

実
現
で
き
な
い
か
。

■市長  

う
し
ぶ
か
海
彩
館
に
関
し
、
大

規
模
改
修
の
基
本
構
想
を
策
定
中
で
あ

る
。
専
門
業
者
を
入
れ
た
計
画
策
定
の

際
、
ミ
ニ
水
族
館
の
検
討
も
行
っ
て
い

く
。

【
天
草
市
健
康
診
査
に
つ
い
て
】

■浜崎  

地
域
健
診
に
お
い
て
、
健
診
日

か
ら
結
果
報
告
日
ま
で
期
間
が
長
す
ぎ

る
が
、
短
縮
で
き
な
い
か
。

■健康福祉部長  

可
能
な
限
り
日
程
調

整
等
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
に
早
く
お

返
し
す
る
。

【
天
草
市
夕
陽
の
日
制
定
に
つ
い
て
】

■浜崎  

11
月
18
日「
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
」

で
小
山
薫
堂
氏
と
ラ
ジ
オ
対
談
を
し

た
。
夕
陽
の
話
に
な
り
、
そ
の
中
で
小

山
氏
が
「
今
日
を
夕
陽
の
日
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
提
案
さ
れ
た
。
夕
陽
の
日

が
決
定
す
れ
ば
、
そ
の
日
ま
た
は
『
天

草
夕
陽
週
間
』に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
投
函
箱
設
置
、

宿
泊
業
、
飲
食
業
界
等
も
企
画
を
し
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
。
11
月
18

日
を
『
天
草
市
夕
陽
の
日
』
に
制
定
で

き
な
い
か
。■観光文化部長   「

天
草
西
海
岸
サ
ン

セ
ッ
ト
協
議
会
」
で
夕
陽
の
日
を
制
定

し
、
夕
陽
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
、
集
客
に
繋
が
る
と
思
う
。

そ
の
際
、
期
間
に
合
わ
せ
、
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
等
を
実
施
す
る
。

■浜崎  「
天
草
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
協

議
会
」
で
は
力
強
く
決
定
さ
れ
た
。
市

の
協
力
体
制
を
問
う
。

■市長  

民
間
団
体
が
主
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
行
政
が
連
携
・
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

決
定
に
対
し
、
今
後
の
事
業
展
開
を
聞

い
た
う
え
で
、
本
市
の
具
体
的
な
支
援

を
協
議
す
る
。
ま
た
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
毎
年
10
月
の

短
歌
大
会
と
の
連
携
な
ど
、
夕
陽
の
日

制
定
の
共
催
事
業
と
し
て
実
施
で
き
な

い
か
検
討
す
る
。

浜崎 昭臣
議員

●
廃
校
水
族
館
に
つ
い
て

●
天
草
市
健
康
診
査
に
つ
い
て

●
天
草
市
夕
陽
の
日
制
定
に
つ
い
て

少
人
数
教
育
充
実
の
推
進

●
廃
校
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

【
廃
校
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

■五通  

廃
校
に
な
っ
た
小
、
中
学
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
利

用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

■総務部長  

跡
地
利
用
は
、
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
市
の
書
庫
と

し
て
利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
地
区
の
体

育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
民
間
の
事
業
者
等
に
売

却
や
貸
し
付
け
を
行
い
、
機
械
製
造
や

農
業
、
福
祉
関
係
等
の
事
業
施
設
と
し

て
利
活
用
し
て
い
る
。

■五通  

牛
深
に
は
、「
む
ろ
と
廃
校
水

族
館
」
と
条
件
が
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
の
見
解
は
。

■総務部長  

運
営
主
体
に
大
き
な
課
題

が
あ
り
、
本
市
直
営
で
の
運
営
は
厳
し

い
。
仮
に
民
間
事
業
者
の
要
望
等
が
あ

っ
た
ら
、
施
設
の
貸
し
出
し
も
含
め
支

援
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

【
廃
校
利
用
の
計
画
に
つ
い
て
】

■五通  

廃
校
跡
地
の
計
画
に
つ
い
て
、

地
域
の
団
体
等
、
会
社
や
法
人
な
ど
の

利
用
は
。■総務部長  「

天
草
市
遊
休
財
産
等
利

活
用
促
進
条
例
」
を
制
定
し
、
こ
の
条

例
の
適
用
を
受
け
校
舎
を
障
が
い
者
支

援
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。ま
た
、

２
件
の
事
業
者
か
ら
活
用
し
た
い
と
の

話
も
あ
る
。

■五通  

廃
校
校
舎
の
教
室
を
改
修
し
、

空
き
家
に
な
っ
た
家
の
仏
壇
等
を
預
か

る
方
法
は
な
い
か
。

■地域振興部長  

空
き
家
対
策
と
し
て

市
で
そ
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
。
し
か
し
、
民
間
団
体
か
ら

提
案
が
あ
れ
ば
、
廃
校
施
設
の
活
用
に

も
な
る
の
で
貸
し
出
す
こ
と
は
可
能
で

は
な
い
か
。

【
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
】

■五通  

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
救
急
患
者
の
命
を
守
る
た
め
に
も

「
ク
ラ
ウ
ド
対
応
12
誘
導
心
電
図
」に
つ

い
て
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■市長  

搬
送
時
間
が
長
く
か
か
る
地
域

に
お
い
て
は
、
大
変
有
効
な
シ
ス
テ
ム

だ
と
考
え
る
。
受
入
医
療
機
関
と
協
議

を
図
り
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
天
草
広
域
連
合
に
お
い
て
、
天
草

市
長
と
し
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

て
い
き
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
対
応
12
誘
導
心
電
図
…
救
急
搬
送
車

両
内
で
記
録
し
た
12
誘
導
心
電
図
を
モ
バ
イ
ル

端
末
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
へ
ア
ッ
プ
し
、

循
環
器
専
門
医
師
が
サ
ー
バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
で
安
全
性
高
く
12
誘
導
心
電
図
を
確
認

で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

五通 俊作
議員

●
総
合
計
画
に
つ
い
て

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

【
天
草
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
】

■門口  

総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
の

産
業
経
済
部
門
に
お
け
る
評
価
、
後
期

基
本
計
画
へ
の
反
映
は
。

■産業政策課長  

５
つ
の
政
策
に
17
の

施
策
計
画
を
掲
げ
、
18
の
成
果
指
標
を

設
定
し
、
平
成
29
年
度
の
実
績
値
は
７

項
目
が
30
年
度
の
目
標
値
を
上
回
り
、

目
標
に
近
い
成
果
が
出
て
い
る
。

■経済部長  

農
林
水
産
業
を
は
じ
め
働

き
手
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
中
、
成
果

の
出
た
も
の
は
引
き
継
ぎ
、
生
産
者
の

所
得
向
上
を
図
り
、
引
き
続
き
中
小
企

業
、地
場
産
業
の
振
興
に
も
取
り
組
む
。

■門口  

地
域
経
済
構
造
分
析
の
特
徴

は
。■産業政策課長 

経
済
構
造
分
析
で
は
、

外
貨
を
稼
い
で
い
る
の
は
水
産
加
工
品

製
造
業
、
次
に
海
面
養
殖
業
、
耕
種
農

業
、
畜
産
で
、
農
林
水
産
業
全
般
で
外

貨
獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
】

■門口  

市
内
で
は
11
月
ま
で
、
不
審
者

事
案
が
15
件
と
多
発
す
る
中
、
有
明
町

須
子
地
区
生
徒
の
自
転
車
通
学
路
の
一

部
１
・
５
㎞
区
間
に
民
家
等
が
な
く
住

民
の
目
が
行
き
届
か
な
い
状
況
で
、
数

年
前
通
学
路
へ
猪
が
出
没
し
帰
宅
困
難

と
な
っ
た
事
案
は
他
に
例
が
な
い
。
学

校
統
廃
合
時
の
条
件
で
通
学
距
離
６
㎞

以
内
の
生
徒
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

す
る
事
例
も
踏
ま
え
、
管
理
規
則
第
四

条
第
四
号
の
「
通
学
の
安
全
を
図
る
上

で
必
要
が
あ
る
」
通
学
路
に
該
当
し
な

い
か
。■教育部長  

対
象
生
徒
の
通
学
時
の
交

通
状
況
や
市
内
他
の
地
区
の
状
況
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
現
状
で
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
車
可
能
な
通
学
路

に
該
当
し
な
い
。
他
に
も
同
様
な
地
区

も
あ
り
、
須
子
地
区
を
認
め
る
と
、
本

市
の
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況
か
ら
、

難
し
い
対
応
と
な
る
。
今
後
も
、
登
下

校
は
各
家
庭
で
ご
対
応
い
た
だ
き
、
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

■門口  

市
長
も
日
頃
か

ら
市
民
目
線
の
行
政
改

革
と
言
っ
て
い
る
の

で
、
現
状
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
利
用
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
認
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

門口  徹
議員
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　高知市では、大都市圏から田舎への移住に不安を抱え、
移住に踏み出せない潜在的な移住希望者を対象に、一段
階目として、県内では比較的都市機能が整った高知市に
いったん移住・滞在してもらい、二段階目として、高知
市を拠点に高知県内を巡りながら、自分に合った場所を
見つけて、最終的に移住してもらう「二段階移住」を県
内市町村と連携し、取り組んでおられました。高知市の
広域的な移住定住政策は、大変参考になる事例であると
感じました。

10月16日～18日 総務政策委員会（中村三千人、若山敬介、浜崎昭臣、大塚基生、宮下幸一郎、前田正之、五通俊作）

高知県高知市
移住・定住施策（二段階移住施策）について

　むろと廃校水族館は、平成18年３月末に廃校となっ
た旧椎名小学校を、平成26年８月に日本ウミガメ協議
会が博物館や廃校水族館に利用できないか提案したとこ

高知県室戸市
普通財産の利活用（むろと廃校水族館）について

ろ、地元からも集会所
や避難所、高齢者の活
動の場として利用した
い旨の要望があり、市
では、平成27年６月
に「旧椎名小学校活用
検討委員会」を立ち上
げ、平成30年４月26
日にオープンしたとの
ことでありました。
　水族館は、総鉄筋コンクリート３階建てで、１階はエ
ントランスホール、２階は室戸の海域に生息している約
50種類1,000匹以上の海洋生物を飼育・展示。また、３
階は図書室、理科室、研修室に改修し、屋外プールはウ
ミガメやサメが泳ぐ姿を間近で見ることができるミニ水
族館として運営されていました。
　室戸市の廃校を利用した取り組みは、海に面した本市
においても大変参考になる事例であると感じました。

　長岡京市は、地域防災計画等に基づき一時避難所とな
る市内全14小中学校に平成21年からの５年間で災害用
マンホールトイレを204基設置。総事業費は１億5,000
万円で、１／２を国庫補助事業を活用して整備を行った
とのことでありました。
　本市では、市民センター第２駐車場に５カ所設置済み
であり、さらに、現庁舎新館を解体した後に外構工事と
併せてマンホールトイレ10カ所を新設する予定であり
ます。
　マンホールトイレは、下水道に直結するものであるの
で、下水道区域である本渡地域が想定されておりますが、
市内の第一時避難所や下水道が普及していない地域にお
ける災害用トイレの設置（地下ピット型）や、その代案
等についても今後検討していく必要性を感じました。

10月31日～11月2日 市民生活委員会（下田昇一郎、柴田誠、蓮池良正、勝木幸生、濱洲大心、門口徹）

京都府長岡京市
災害用マンホールトイレの設置について

大阪府池田市
窓口業務の民間委託について

　京都市は、ごみ
の受入量が最も多
か っ た 平 成12年
度からするとマイ
ナ ス50％ の 減 量
に成功したとのこ
とでありました。

京都府京都市
ごみ減量化の取り組みについて
（しまつのこころ条例の制定による２Ｒの推進について・事業系
一般廃棄物の減量化について・移動式拠点回収事業について）

また、ピーク時は367億円かかっていたごみ処理コスト
も、平成28年度には213億円と、こちらもマイナス42
％と高い削減率を達成されておりました。
　京都市のごみ減量化の取り組みは、先進的な条例の制
定に伴うものでありますが、実際にごみが半減するほど
順調に減量化が進んでいる要因は、担当部署の継続的で
丁寧な頑張りが大きく影響していると感じました。

　池田市では、住
民異動に伴う諸手
続きにかかる時間
をできるだけ短く
し、効率的かつ市
民満足度を高める
ようなサービスを
提供するため、平
成21年５月に総
合窓口を開設。その後、行財政改革等に伴い職員数が減
る中で、人件費等の圧縮を図り、「民でできるものは民で、
官にしかできないものは官で」を推進するため、平成
23年７月１日より総合窓口の業務委託を開始しておら
れました。（写真は池田市の総合窓口）
　池田市は、総合窓口の民間委託により年間約1,200万
円の人件費を削減し、財政的な面からの効果が出ている
だけでなく、市民からの苦情もなく市民サービスの向上
につながっている点は参考になる取り組みでありました。

　奥州市では、ブランド農畜産物自体は知られているも
のの、それが奥州市の農畜産物であるとの認知度が低い
ことから、第１次地域６次産業化ビジョンを策定し、単
に農畜産物を使用し新商品を作ることだけでなく、農畜
産物を育てる人の魅力、作物のストーリーなどのこだわ
りを伝えることによって農畜産物や加工品の付加価値を
高めることと併せ、奥州市の知名度を高める取り組みを
行っておられました。
　本市においても６次産業化に取り組んでいますが、地
域ぐるみで６次産業化に取り組む姿勢やビジョンを策定
し事業を進めて行くやり方など、大変参考になる事例で
あると感じました。

10月23日～25日 建設経済委員会（田中茂、浜崎義昭、平山泰司、池田裕之、赤木武男、古賀源一郎、五嶋善彦）

岩手県奥州市
地域６次産業化の取り組みについて

　平泉町では、中尊寺などが世界遺産登録となった平成
24年には観光入込客数が264万人と大幅に増加し、そ
の後は200万人を割り込むまで減少したものの、平成
29年には216万人にまで回復したとのことでありました。
　世界遺産を守るための取り組みとして、自然と歴史が
調和した貴重な文化的景観の保存に努めているほか、広
域観光の取り組みや多言語対応や音声ガイドペンなど外
国人観光客の受け入れ整備などが行われていました。
　本市においては、世界遺産登録の初年度であり、今年度
は入込客数の増が見込まれますが、今後は減少をいかに
少なくとどめるかが重要になってくると思われ、先進地
である平泉町の取り組みは、広域的な取り組みや外国人
の受け入れ体制など、大変参考になるものでありました。

岩手県平泉町
世界遺産登録後の観光振興と課題について

　出雲市では、市中心部には大規模な医療機関が複数立
地しており、市中心部から離れた場所に199床の市民病
院を有しているとのことでした。患者数は減少傾向にあ
るものの、地域包括ケア病棟の導入により、入院単価が
上昇し、事業収益は微減程度であるとのことでした。
　主な医師確保対策としては、大学医学部付属病院等と
の連携、臨床研修医の積極的な受け入れによる医師育成
等を実施されているとのことでした。
　本市においても市民病院の財政健全化が喫緊の課題と
なっており、入院診療単価を上げる取り組み等、大変参
考になる事例であると感じました。

10月31日～11月2日 教育厚生委員会（中尾友二、鶴戸継啓、脇島義純、船辺修、益田政昭、澤井一富）

島根県出雲市
自治体病院の経営改善等の取り組みについて

　雲南市では、市民病院は281床を有し、中核的な医療
機関としての位置づけでありますが、平成19年には、
財政悪化のため、内部留保資金も大幅に落ち込んだこと
から、病院を応援する住民組織が立ち上がり、病院の清
掃活動等のボランティア活動が行われているとのことで
ありました。
　医師数も半減するなど厳しい状況が続いたことから、

「地域医療人 育成センター」が開設され、医学生による
地域医療研修及び地域医療実習の実施、初期・後期臨床
研修医の募集と指導、院内保育所の設置等、様々な取り
組みが進められているとのことでありました。
　医師確保対策を
進めている本市に
も、次世代の医療
人を育成するシス
テムなど、大変参
考になるものであ
りました。

島根県雲南市
自治体病院の経営改善等の取り組みについて
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私
は
、
昨
年
の
７
月
か
ら
講
習
を

５
回
受
け
て
、
10
月
に
新
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
、
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
現
在
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
先
輩
た
ち
の
姿
を
見
て
、

私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
、
昨
年
、

﨑
津
集
落
が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て

登
録
さ
れ
、
も
っ
と
私
も
﨑
津
集
落

の
こ
と
を
知
り
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て

み
て
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
た
と
き
は
、
緊
張
や
不
安
な
気
持

ち
で
一
杯
で
し
た
が
、
パ
ネ
ル
を
思

い
通
り
に
使
っ
て
、
練
習
通
り
に
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

日
に
観
光
客
の
方
々
か
ら
、
帰
り
に

「
あ
り
が
と
う
ね
。」「
ま
た
来
る
け

ん
ね
。」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ガ
イ
ド
を
行
う
中
で
、

沢
山
の
観
光
客
の
方
々
に
と
っ
て
、

思
い
出
に
残
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
通
し

て
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
﨑
津
集

落
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
引
き
継
い
で

い
く
に
は
、
私
た
ち
だ
け
の
力
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
天
草
市
の
関
係
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

天草市立河浦中学校
２年  森田  葵衣 さん

　
私
は
、
五
和
町
が
大
好
き
で
す
。

学
校
か
ら
の
帰
り
道
に
地
域
の
方
々

が
「
お
帰
り
」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
五
和
全

体
が
家
族
の
よ
う
な
温
か
い
存
在
で

す
。
登
下
校
中
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
か

ら
外
を
眺
め
る
と
イ
ル
カ
が
見
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
た
ち
の
町
に
は
、
イ
ル

カ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
観
光
客
が
増
加
し
、

今
よ
り
も
っ
と
町
が
活
性
化
す
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
観
光
客
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
私
た
ち
の
町
の
ゴ

ミ
も
増
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
五
和
中
学

校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
で

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま
す
が

海
の
ゴ
ミ
を
見
る
と
、
こ
の
ゴ
ミ
が

イ
ル
カ
の
生
態
に
影
響
す
る
の
で
は

な
い
か
と
と
て
も
心
配
で
す
。

　
私
は
、
天
草
の
美
し
い
自
然
を
守

り
な
が
ら
今
よ
り
も
っ
と
活
気
あ
ふ

れ
る
温
か
い
町
に
し
て
欲
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、

イ
ル
カ
を
守
る
た
め
に
も
自
然
と
共

存
で
き
る
天
草
市
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

天 草 の 未 来 を 担 う 子 ど も た ち か ら の

メ ッ セ ー ジ

あ
ま
く
さ
市
議
会
だ
よ
り

第
27
号  

2
0
1
9
年
２
月
号

発
行
：
天
草
市
議
会

編
集
：
天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会  
熊
本
県
天
草
市
五
和
町
御
領
6
6
9
2
番
地
1

　

☎
0
9
6
9
‐
3
2
‐
9
1
0
0

門口　徹

も り た あおい

　12
月
21
日
で
閉
会
し
た
第
６
回
定
例
会
は
、

「
平
成
」
最
後
の
年
末
に
開
か
れ
る
定
例
市
議

会
で
し
た
。
昨
年
に
続
き
全
国
的
に
は
自
然
災

害
の
多
い
一
年
間
だ
っ
た
こ
と
に
印
象
付
け
ら

れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
官
民
挙
げ
た
様
々
な

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

　所
属
す
る
市
民
生
活
常
任
委
員
会
が
、
先
進

地
視
察
で
訪
問
し
た
京
都
市
で
は
、「
し
ま
つ

の
こ
こ
ろ
条
例
」
な
る
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
化

が
、
一
般
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
事
業
所
に
も
徹

底
さ
れ
て
い
て
、
分
別
の
徹
底
と
、
燃
や
す
ご

み
の
減
少
が
肝
要
と
再
学
習
し
ま
し
た
。
市
民

社
会
が
、
一
時
の
損
得
勘
定（
感
情
）だ
け
で
な

く
、
住
み
続
け
ら
れ
る
地
球
環
境
の
維
持
保
全

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
い
と
願

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
蓮
池
良
正
）

2019年２月号
第27号市議会だより

　平成最後の年が幕を開け、各地では
新春ならではの光景が見られました。

平成最後の年がスタート平成最後の年がスタート

あまくさ

いのうえ み く る
天草市立五和中学校
３年  井上  美来 さん

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

保育園児の初詣

お正月を迎え飾り付けられた二江漁港島地区の漁船佐伊津町で行われた空手の初稽古

本渡町の大矢崎区で行われた鬼火焼き

広報広聴
委員会


